
部会 （敬称略）

番号 長 委員氏名 役職等 他部会所属

1 志賀　　良 　弓削小　教頭 2.通学　4.施設･設備　7.生徒支援等

2 鍋島　理恵 　生名小　教頭 1.総務　2.通学　7.生徒支援等

3 友近　将道 　岩城小　教頭 2.通学　3.学校経営　7.生徒支援等

4 白石　孝樹 　弓削中　教頭 1.総務　4.施設･設備　7.生徒支援等

5 中井　将基 　岩城中　教頭 3.学校経営　5.教育課程　7.生徒支援等

6 宮本　直樹 　岩城区長会長 1.総務　2.通学

7 馬場　政典 　弓削小PTA代表 8.式典　9.給食

8 岡本　佳洋 　生名小PTA代表 9.給食

9 大岡　賢弘 　岩城小PTA代表 2.通学

10 桝田　卓也 　弓削中PTA代表 1.総務　9.給食

11 田中　勝也 　岩城中PTA代表 2.通学　7.生徒支援等

12 中裏　修平   弓削地区CS代表 8.式典　

13 大本　一明 　生名地区CS代表

14 松本　美香 　岩城地区CS代表 2.通学　7.生徒支援等

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

上島町立学校統合準備委員会  部会員名簿

6.ＰＴＡ･地域



弓削小学校ＰＴＡ会則 

 

第１章   総  則 

第１条  本会は弓削小学校ＰＴＡと呼び、事務局を弓削小学校内に置く。 

 

第２条    本会の会員は、弓削小学校の児童の保護者と、同校教職員並びにこの会に賛同す

る者によって組織される。 

 

第３条   本会は第２条の会員が共に教養を高め、一体となって児童の環境を整え教育の向

上発展を図り、児童が幸福に成長するように努めることを目的とする。 

 

第２章      事  業 

第４条    本会は第３条の目的を達成するために次の事業を行う。 

   １ 学校の授業参観        ２ 教育懇談及び協議会の開催 

   ３ 会員の研修          ４ 学校教育への協力援助 

   ５ 環境整備による児童の福祉増進 

   ６ その他、必要と認める事業 

 

第３章      役  員 

第５条    本会には次の役員を置く。 

   １ 会長１名、副会長３名、書記若干名、会計１名とする。 

   ２ 校長はすべての会合に出席することができ、役員と同等の資格を持つ。 

 

第６条  役員の任務は次のとおりとする。 

   １ 会長は会務を総理する。 

   ２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはこれに代行する。 

   ３ 書記は会の活動状況を記録し、庶務に従事する。 

   ４ 会計は経理に関する事務を処理する。 

 

第７条  本会の経理を監査するため、２名の監査委員（すべての委員より選出）を置く。 

 

第８条  役員の任期は１か年とする。但し、再任は妨げない。 

 

第９条  役員の選出方法は次のとおりとする。 

   １  会長、副会長については、以下の通りとする。 

 (1)  会長は原則、前年度の副会長から選出する。但し、再任は妨げない。会長が再

任を希望する場合は、前年度の会長候補の副会長との話合い等により選出する。 

(2)  副会長は３名とし、新５・６年生の保護者から各 1 名ずつ選出する。もう１名

は、前年度２～４年生の保護者からの立候補者とする。立候補者が複数となった

場合は、話合い等により１名にする。立候補者がいない場合は、新６年生の保護

者からもう１人選出する。 

(3) 副会長は前学年終了までに、４、５年生から各１名を学級ＰＴＡで選出してお

く。 

(4) 立候補者は、前年度最後の学級ＰＴＡまでに公募する。 

(5) 監査委員は、すべての委員会において選出する。 

(6) 役員は総会において承認を得る。  

２ 書記、会計は会長がこれを委嘱する。 

 

 



第４章      委 員 会 

第１０条  本会には次の委員会を置き、第４条の具体的計画立案、実践を行う。 

    尚、各委員長は委員会において推薦し、会長が任命する。 

       １ 学級委員会   ・委員は各学級より若干名選出し、学級を代表して学級ＰＴＡ運営に協

力し、教育実践の向上に努める。 

   ２ 文化委員会       ・ＰＴＡ図書の充実及び活用、その他文化的及び広報活動の計画、実践

に努める。 

   ３ 生活指導委員会 ・児童の校外補導活動の推進に努める。 

   ４ 環境委員会   ・児童の安全安心な生活環境･教育環境の整備に努めるとともに、本会

の目標達成のための実践活動の推進に努める。 

第１１条 各委員の選出方法は、次のとおりとする。 

   １ 学級委員は、各学年で選出する。 

   ２ 環境委員は、各学年から１名ずつ男性会員から選出する。 

   ３ その他の委員は、役員会において推薦する。 

 

第５章      会  議 

第１２条 総会は毎年４月に開き、役員の選出、会計・事業内容の報告、予算並び事業について審議

決定する。尚、会長は、必要により総会を開くことができる。 

 

第１３条 役員、校長及び各委員会の委員長、担当の教員をもって運営委員会を構成し、次のことを

行う。 

   １ 会務の遂行に必要な事項及び各委員会から立案された事業計画を審議検討する。 

２ 役員及び委員長に欠員を生じたときは、これを補充する。但し、会長の欠員のときは、副

会長がその任に当たる。 

３ 本会の運営に必要なときは、特別委員会を設け会務の円滑化を図る。 

４ その他、会員から委任された事務を行う。 

５ 運営委員会における議決は、委員の半数以上の出席により成立する。 

 

第１４条 各委員会は、運営委員会の決議事項について審議検討し、事業を実行する。 

 

第６章      経  費 

第１５条 本会の経費は、会費と寄付金その他の収入による。 

 

第１６条 会費は、月額４００円とする。 

 

第１７条 会計年度は４月１日から翌年の３月３１日までとする。 

 

第７章      会則の変更 

第１８条  本会則の変更は、総会の出席者の３分の２以上の賛成による。 

 

附    則 

第１条  本会の事業遂行について、運営委員会において必要と認められたときは、顧問を置くこと

ができる。顧問は会長がこれを委嘱する。 

 

第２条   児童及び会員の死亡のときは、香典として、５，０００円を贈り、弔問会葬する。 

 

第３条  教職員転任又は退職のときは、記念品料として５，０００円を贈る。 

 

第４条    この会則は、平成１９年４月１日より施行する。 

この会則は、平成２７年４月１日より施行する。 

この会則は、令和４年４月１日より施行する。 

この会則は、令和９年４月１日より施行する。 
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生名小学校ＰＴＡ会則

第１章 総 会

第 １条 本会は、生名小学校ＰＴＡといい、事務局を生名小学校内におく。

第 ２条 本会は、生名小学校の児童の保護者と教職員をもって組織する。

第 ３条 本会の目的は、児童の教育の向上と福祉を増進するとともに、会員相互の研修・親睦を図

る。

第２章 事 業

第 ４条 本会の目的を遂げるために、次の事業を行う。

（１）会員の研修と相互の親睦

（２）学校参観と教育懇談

（３）学校内外の教育環境の整備充実

（４）学校と家庭・社会における児童の福祉増進

（５）その他必要な事項

第３章 役 員

第 ５条 本会に、次の役員を置く。

（１）会 長 １名

（２）副 会 長 ２名

（３）部長・副部長 各部ごとに部長１名、副部長１名

（４）事 務 局 小学校教職員

（５）顧 問 校長および若干名

（６）監 査 ２名

（７）郡Ｐ連代表役員 １名（必要に応じて置くことができる）

第 ６条 役員の任務

（１）会長は、会務を総理する。

（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、これに代わる。

（３）部長、副部長は、本会の事業・予算・決算の審議、その他重要会務に参与する。

（４）事務局は、庶務および会計を司る。

（５）顧問は、会長の諮問に応じる。

（６）監査は、会計の監査を司る。

（７）郡Ｐ連代表役員は本校PTAを代表して越智郡(上島町)PTA連絡協議会役員となる。

第 ７条 本会の役員の選定は、次の方法による。

（１）会長・副会長・各部の部長・副部長は、前年度の役員・理事会において選出する。

（２）事務局は、小学校教職員から会長が委嘱する。

（３）顧問は、校長および本会の趣旨に熱意ある者を、役員会の推薦によって会長が委嘱する。

（４）監査は役員会の推薦によって会長が委嘱する。

（５）郡Ｐ連代表役員は会長が兼務するか、PTA役員の中から会長が委嘱する。

第 ８条 役員の任期は、１年とする。ただし、留任を妨げない。

第４章 理 事

第 ９条 本会に、次の理事を置く。

（１）学級理事

第１０条 理事の任務

（１）学級理事は、学級ＰＴＡに関する一切及び各部に所属し、活動のとりまとめを行う。

第１１条 本会の理事の選定は、次の方法による。

（１）学級理事は、各学年から各部１名ずつ選出する。ただし選出が困難な場合はこの限りで

はない。

第１２条 理事の任期は、１年とする。ただし、留任を妨げない。
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第５章 世話係

第１３条 本会に、世話係を置く。

第１４条 世話係の任務

（１）世話係は、亥の子等の地域伝統行事のお世話を行う。

第１５条 本会の世話係の選出は、次の方法による。

（１）世話係は、高学年から数名選出する。

第１６条 世話係の任期は、１年とする。ただし、留任を妨げない。

第６章 部 会

第１７条 本会は、会の運営上、次の部を置く。

（１）研修・健全育成部

（学級ＰＴＡ・講演会・研究会・研修会等・運動会などに関する一切・非行防止など校

外生活に関する一切）

（２） 広報部

（ＰＴＡだより・たていし・各部活動状況・お知らせなど広報に関する一切）

（３） 人権・同和教育部

（地域ふれあい学習会、人権・同和教育参観日等、人権・同和教育などに関する一切）

第１８条 部の改廃は、役員・理事会の決議による。

第７章 会 議

第１９条 本会は、毎年１回総会を開いて、会務・会計の報告、その他の重要な事項を付議する。な

お、必要に応じて臨時総会を開く。

第２０条 本会は、必要に応じて役員会や理事会、世話係会を開き、本会の運営について協議する。

第８章 経 費

第２１条 本会の経費は、会費、および寄付金、その他の収入による。

（１）会費は、児童１名につき、１ヶ月500円とする。(年月数１２回）

第２２条 本会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

第９章 旅 費

第２３条 ＰＴＡ会員がＰＴＡ役員会が認めた島外の会合に参加する場合、交通費（実費）と日当

（昼食代を含む）を支払うものとする。

第１０章 会則の変更

第２４条 本会の運営上必要のある場合は、総会の決議を経て、会則を変更することとする。

附則

第１条 この会則は、令和３１年４月１日から施行する。

第２条 第１７条（３）「人権・同和教育部」に関する内規については、次の通りとする。

（１） 部員は、全会員をもって当てる。

（２） 部長・副部長は、ＰＴＡ副会長をもって当てる。

生名小学校ＰＴＡ慶弔規程

１ ＰＴＡ会員死亡の場合は、弔慰金10,000円を贈り、慰問会葬する。

２ 教職員が、結婚・転退職の場合は、5,000円を贈る。

３ その他、緊急を要する場合や、特殊事情の際は、会長または役員会において、そ

の都度協議する。
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生名小学校 旅費規程

PTA諸活動における参加旅費については次の通りとする。

１ 日当

① 上島町内の活動に日当は支出しない。

② 往復の移動時間を含めて半日の場合は500円とする。

③ 往復の移動時間を含めて１日の場合は1,000円とする。

④ 泊を伴う場合も各日を②③に当てはめて支払う。

２ 食費

① 活動時間において昼食が必要な場合は1,000円を支払う。

② ①において弁当等を注文した場合は実費を支払う。

③ 泊を伴う場合以外は朝夕の食費は支出しない。

④ 泊を伴う場合の朝食は500円、夕食は1,500円とする。

３ 宿泊費

① 宿泊費は一律8,000円（朝夕付きは10,000円）とする。

４ 交通費

① 上島町内の場合は実費船代とする。

橋を使っての場合も人数×船代とする。

② 町外は公共の交通機関を利用したと仮定してその交通費を支払う。

ただし、車以外の交通が不可能な場合はその実費を支払う。

＊ 今治 3,460円（生名～今治：1,730円の往復）

＊ 松山 6,460円（今治－松山：運賃970円＋特急料金530の往復）

（運賃改定により、令和２年４月１日から改定）



 

 

岩城小学校ＰＴＡ会則 

上島町立岩城小学校ＰＴＡ  

第１章  総 則 

 

（呼称及び事務局） 

第１条  この会は、岩城小学校ＰＴＡと呼び、事務局を岩城小学校に置く。 

 

（会 員） 

第２条  この会の会員は、次のとおりとする。 

 １ 岩城小学校の児童の保護者と岩城小学校に勤める教職員。 

 ２ この会の目的に賛同し、役員会で承認された者。 

 

（目 的） 

第３条 この会は、保護者と教職員が力を合わせて、家庭・学校・社会で児童が幸福に成長するよ

うに努めることを目的とする。 

 

第２章  事 業 

（事 業） 

第４条  この会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

 １ 施設環境の充実整備に関する事業 

 ２ 児童の健全育成に関する事業  

 ３ 会員と教職員の連絡を密にし、諸活動を通じ会員相互の交流に関する事業 

 ４ 郷土への愛着と理解を育む事項に関する事業 

 ５ 教育に関する研修活動や町の事業に対する協力 

 ６ その他必要と認める事業 

第３章  役員及び組織 

（役 員） 

第５条  この会には、次の役員を置く。 

    会  長      １名 

    副 会 長      ２名（但し、６年生の副会長は、選任しなくても可） 

    監  事      ２名（地区役員１名、学級役員１名を充てる） 

    顧  問      １名 

    事 務 局      １名 

    会  計      １名 

    はぐくみ部      （部長１名・副部長１名） 

    ふれあい部 （部長１名・副部長１名） 

    広 報 部 （部長１名・副部長１名） 

 地 区 役 員      （各地区２名） 

 学 級 役 員      （各学級２名） 

 

（役員の選出） 

第６条  役員の選出は、次のとおりとする。 

 １ 会長・副会長は、会員の互選後、総会で選出する。 

 ２ 顧問は、校長を充てる。 

 ３ 事務局・会計は、教職員を充てる。 

 ４ 監事は、学級役員と地区役員が兼務する。 

 ５ はぐくみ部の正副部長は、副会長、会長が兼務する。 

 ６ ふれあい部の正副部長は、会員の互選により選出する。 

 ７ 広報部の正副部長は、会員の互選により選出する。 

－１４－ 



 

 

８ 学級役員は、各学級で選出する。 

 ９ 地区役員は、各地区で選出する。 

    

（役員の任務） 

第７条  役員の任務は、次のとおりとする。 

 １ 会長は、会務を総理する。 

 ２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その代理をする。 

 ３ はぐくみ部は、地区役員と連携し、保護者主体の事業を実施する。 

 ４ ふれあい部は、学級役員と連携し、児童と手をつなぎ、共に歩める事業を実施する。 

 ５ 広報部は、ＰＴＡだより「せきぜん」の発行を主事業とする。 

 ６ 学級役員は、学級ＰＴＡの運営・連絡に努める。 

 ７ 地区役員は、この会の事業の運営に当たり、諸事項の協議・連絡をし、地区内の会務を処理

する。 

 ８ 研修活動等（郡 PTA 研究会等）は、会長、副会長、各部の部長、学級 PTA 役員が行う。 

 ９ 顧問は、会長の諮問に応じ、助言を与える。 

 10 事務局は、会の活動を記録し、委任された事務を処理する。 

 11 会計は、会の会計を司り、収支を記録する。 

 12 監事は、会計を監査する。 

 

（役員の任期） 

第８条  役員の任期は、１年とする。但し、再任は妨げない。 

    欠員が生じた場合は、速やかに補充し、その任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（組 織） 

第９条  本会の組織を、次のように定める。                         

  

総  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 全 体 役 員 会   

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

本 部 役 員 会  

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

会 長・副会長  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

監    事 

    

顧    問 

  

事  務  局 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

は ぐ く み 部 

    

ふ れ あ い 部 

   

広  報  部  

 

 

 

 

 

 

 

 

      

    
 

 

 

   

 

 

 

 

 

地 区 役 員 

 

 

 

 

 

学 級 役 員 

(学級ＰＴＡ) 

 

 

          

       

   

 

  

会  員 

 

 

  

  

－１５－ 



 

 

第４章  会 議 

（会 議） 

第 10 条 この会は、次の会議を行う。 

 １ 総会は、毎年４月中に開き、役員の改選、会計・事業内容の報告、予算、その他を審議す

る。但し、必要ある時は、会長は、臨時に総会を開くことができる。 

 ２ 役員会は、会長が招集し、会の運営について協議し、会務を処理する。 

 ３ 学級ＰＴＡは、学級の保護者と担任教師で構成し、事項を協議し、処理する。 

 

第５章  会 計 

（収入及び会費） 

第 11 条 この会の活動に要する経費は、会費及び寄付金、その他の収入とする。 

      会費は、児童１人年額５,０００円とする。但し、体育文化振興会費を含む。児童２人

以上の場合は、１人増えるごとに１,０００円を加算していく。 

      年度途中に転入してきた場合、１か月４２０円として、（５,０００円÷１２＝４１

６．６６６(切り上げて４２０円)残りの月数分を徴収する。２人兄弟の場合は、１か月

５００円として、（６,０００÷１２＝５００）残りの月数分を徴収する。ただし、体

育文化振興会費を含む。 

      

 

（会計年度） 

第 12 条 この会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（弔慰金、見舞金及び記念品料等） 

第 13 条 弔慰金、見舞金、及び記念品料等を次のように定める。 

 １ 会員及び児童の死亡の場合は、次の弔慰金を供える。        ５,０００円 

 ２ 会員及び児童が長期の入院をした場合は、次の見舞金を贈る。    ５,０００円 

 ３ 教職員転退職の場合は、次の記念品料を贈る。           ５,０００円 

 ４ その他、特別の場合は、その都度会長が決定し、役員会に報告する。 

 

 

第６章  会則の変更 

 

（会則の変更） 

第 14 条 この会の会則の変更は、総会で出席者の３分の２以上の賛成がなければならない。 

 

付     則 

 

会則改正  平成 ８年 ４月 １日 

会則改正  平成１７年 ４月 １日 

会則改正  平成１９年 ４月 １日 

会則改正   平成２３年  ４月 １日 

会則改正  平成２６年 ４月 １日 

会則改正    平成３１年 ４月 １日（第 13 条） 

会則改正  令和 ５年 ４月 １日（第６条） 

会則改正  令和 ７年 ４月 １日（第５条 第６条 第 11 条） 

 

 

 

－１６－ 



 

 

「申し合わせ事項」 

 

１ 副会長 

 ○ 岩城小学校ＰＴＡ会則（以下、「会則」という。）の第５条の副会長は、新５年生の保護者

を充て、次年度会長に就任する（但し、男女は問わない）。 

  ○  必要に応じて、ＰＴＡ会長が２人目を６年生の保護者の中から選任する。 

 

２ 監事 

 ○ 監事は、会員の中から２名とする。 

 ○ ２名のうち、１名は学級役員、１名は地区役員が兼務する。 

  ・ 学級役員は、新４年生の正役員が務める。 

・ 地区役員は、Ａから順（Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ）に正役員が務める。 

※  の部分は、教頭が追記（R4.12.1） 

３ 地区役員 

 ○ 地区役員は、２名で構成する。 

 

４ 各部役員 

 ○ はぐくみ部、ふれあい部、広報部の正・副部長は、下表のように担当学年を決めてそれぞれ

の学級ＰＴＡの話合いによって決める。（平成 31 年度より）ただし、再任は妨げない。 

   

   

   

   

   

       

       

       

       

 部 はぐくみ部 ふれあい部 広報部  

※広報部副部長は、新１

年生から選ぶ。 

※はぐくみ部の部長は、

副会長が兼務する。副部

長は、会長が兼務する。 

役職 正 副 正 副 正 副 

１年        ※○ 

２年       ※○   

３年      ○   

４年    ○    

５年 ※○        

６年   ※○     

  ○                                                              

５ 各部の引継ぎ 

 ○ 各部は、引継ぎノートを作成する。 

 ○ 領収書等を張付け、使用の用途を記入する。 

 ○ 活動記録を作成しておく。 

 

６ その他 

 ○ この申し合わせ事項は、平成３０年４月の総会で確認・了承済み 

 ○      については、令和５年４月の総会で確認・承認済み 

 ○      については、令和７年４月の総会で確認・承認済み 

 ○      については、令和８年４月の総会で承認済み 

－１７－ 



 

 

弓削中学校ＰＴＡ会則 
 

 

第 １ 章   総  則 

 

第１条 （名称）本会は、弓削中学校ＰＴＡといい、弓削中学校に事務局を置く。  
 

 

第 ２ 章   目  的 
 

第２条 本会は、会員相互の研修を推進し、保護者と教職員が一体となって、弓削中学校（以
後、本校という）生徒の健全育成を図ることを目的とする。 

 
第３条 本会は、前条の目的達成のため、次の事業を行う。 
      一 会員相互の研修と親睦 

      二 授業や学校行事の参観 
      三 学級、学年、地区別、個人別等の懇談会 
      四 生徒の学業成績の向上に関すること  
      五 学校図書に関すること 

      六 生徒の善行に関すること 
      七 不就学生徒に関すること 
      八 生徒及び教職員の学事研究に関すること 
      九 生徒及び会員の慶弔に関すること 
      十 その他、必要と思われること 
 
 

第 ３ 章   組  織 
 

第４条 本会は、第２条の目的に賛同する本校生徒の父母及び教職員であって、規定の会費を拠
出した者を持って組織する。 

 
第５条 本会は次の役員をおく。 

 
        会長（１名）   副会長（２名）   監査（２名）   事務局（１名）          

部長・副部長（若干名）   顧問（若干名） 
 
第６条 役員の任期と任務を次のとおり定める。 
      一 会長は会を代表して事務を総括し、その任期は１年とするが、留任をさまたげない。 
      二 副会長は、会長を補佐し、会長が任務を遂行できない場合は、それを代行する。任期 

は会長と同じとする。 

      三 監査は、本会の会計を監査する。任期は会長と同じとする。 
      四 事務局は、会長の命を受け、会計、会務記録を掌る。任期は特に定めない。 
      五 部長は、役員会に参加し、本会の事業について協議する。任期は会長と同じとする。 
      六 顧問は、適宜役員会に参加する。任期は特に定めない。 
 
第７条 役員の選出方法を次のとおり定める。 
      一 会長、副会長は、会員の中から役員会において選出し、総会の承認を得る。 
      二 監査は、会員の中から役員会において選出し、総会の承認を得る。 
      三 事務局は、本校教頭をあてる。 
      四 部長・副部長は、会員の中から役員会において選出し、会長が委嘱する。 
      五 顧問は、本校校長または町内有志の中から役員会において推薦し、会長が委嘱する。 
 



 

 

 
第 ４ 章   会  議 

 

第８条  本会の総会は、会長が毎年４月に招集、開催し前年度事業報告及び決算報告、該当年

度予算並びに事業計画の審議、決定を行う。 
      ２ 総会の議長は、副会長または総会で指名した者が、これに当たる。 
第９条  会長は、必要に応じ臨時総会を招集することができる。 
第 10 条  会長は、必要に応じ役員会を招集、開催し、本会の運営について協議決定し実施る。 
      ２ 役員会の議長は、副会長または会長の指名した者がこれに当たる。 
 
 

第 ５ 章   部会活動 
 

第 11 条 部会活動は、役員会で選出された部長・副部長と部員でもって４部会を組織して、これ
を行う。 

    ２ 前項に定める部会の組織及び活動内容は、次の各号に掲げるものとする。 

       一 校外生活部は、教育環境の浄化及び生徒の校外活動等諸活動の補導、指導を行う。
また、生徒の登下校時の安全を確保するための活動及び指導を行う。校外生活部は、
代表者として部長１名、副部長１名をおく。 

       二 保健体育部は、会員及び生徒の保健安全並びに体育行事への援助等を行う。保健体
育部は、代表者として部長１名、副部長１名をおく。 

        三 研修部は、本会の研修活動の企画運営及び実践、情報の収集を行う。また、本会会
報を発行し、文化活動等を推進する。研修部は、代表者として部長１名、副部長１名
をおく。 

        四 男子役員部は、登下校時及び地域行事等における生徒の安全を確保するための活動
及び指導を行う。また、必要に応じて本校の教育環境の整備を行う。部員は、各地区
ごとに２名選出する。男子役員部は、代表者として部長１名、副部長１名をおく。 

        五 会員は、いずれかの部会に所属する。 

       六 本校教職員は、校長の指示により、いずれかの部会に所属する。 
 

 
第 ６ 章   経  費 

 

第 12 条 本会は、会費・寄付金及び補助金等で運営する。 
第 13 条 本会の会費は、一世帯、月額３００円とする。会費は年２回に分けて会計に納付する。 
第 14 条 本会の会計年度は４月１日から翌年の３月 31 日までとする。 
第 15 条 本会は次の帳簿を備える。 
           会員名簿  役員名簿  金銭出納簿  記録簿  その他 
 
 

第 ７ 章   慶  弔 
 

第 16 条 会員及び生徒の慶弔を別紙のとおり定める。 
      
 
 
 

第 ８ 章   そ の 他 
 

第 17 条 本会会則は総会において追補することができる。 
 
 
 
 



 

 

〔付 則〕 
 
１ 弓削中学校区の地区割りは、下記のとおりとする。    

 (1) 久司浦・沢津・上弓削・緑ヶ丘・引野・明神地区 
 (2) 岳ノ下・中都・浜都・狩尾・大谷地区 
 (3) 太田・土生・鎌田・日比・佐島地区 
 (4) 生名地区 
  
平成 12 年１月 21 日改正 
平成 16 年４月 22 日改正 
平成 17 年４月 25 日改正 
平成 20 年４月 27 日改正 
平成 21 年４月 23 日改正 
平成 29 年４月 17 日改正 
平成 31 年４月 15 日改正 

 令和５年４月 14 日改正 
 令和７年４月 14 日改正 
 

  



 

 

 



岩 城 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 則  

 

第１章 総則 

 

第１条  この会は、岩城中学校ＰＴＡと呼び、事務局を岩城中学校におく。事務局は教  

    頭がその任にあたる。 

第２条  この会は、会員相互が協力して、生徒の健全育成に努めることを目的とする。 

第３条  この会の会員は次のように定める。  

    １ 岩城中学校の生徒の保護者、又は、これにかかわる人と岩城中学校に勤務する教

職員で構成する。 

    ２ この会の目的に賛同する人。 

 

第２章 事業 

 

第４条  この会は、第２条の目的を達成するためにつぎの事業を行う。 

    １ 学校の授業参観 

    ２ 他校の事業参観 

    ３ 教育懇談会及び協議会の開催 

    ４ 会員の修養・研修 

    ５ 学校教育への協力・援助 

    ６ その他、必要と認めること 

 

第３章 役員 

 

第５条  この会はつぎの役員を置く。 

     会  長 １名 

     副会長 ３名まで 

     地区理事 各地区 ２名まで 

     学級理事 必要に応じて若干名（委員長・副委員長） 

     部理事 各部数名（部長・副部長） 

     監  事 ２名 

     庶  務 １名 

     会  計 １名 

     顧  問 若干名・校長 

第６条  役員の選出は、つぎの通りとする。 

    １ 会長・副会長・監事は、役員会で選出し、総会で承認を得る。 

    ２ 地区理事は、各地区で選出する。 

    ３ 学級理事は、各学級で選出する。 

    ４ 部理事は、各部で選出する。 

    ５ 庶務・会計・顧問は、会長が会員にはかり委嘱する。 

 



第７条  役員の任命は次のように定める。 

    １ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

    ２ 副会長は、会長を助け、会長が事故ある時は代理をする。 

    ３ 地区理事は、この会の事業の運営に当たり、諸業務の協議・運営をし、地区  

     内の会務を処理する。 

    ４ 学級理事は、学級保護者の代表として、緊急必要なことを協議運営する。 

    ５ 部理事は、各部の代表として、部の推進業務を処理する。          

  ６ 監事は、会計を監督する。 

    ７ 庶務は、会の活動を記録し、委任された業務を処理する。 

    ８ 会計は、この会の会計をつかさどり、収支を記録する。 

    ９ 顧問は、会長の諮問に応じ、助言を与える。 

 

第８条  役員の任期は、１年とするが、再任は妨げない。 

     欠員のできた時は補充し、その任期は前任者の残任期間とする。 

 

第４章 会議 

 

第９条  この会は、次の会議を行う。 

    １ 総 会   毎年、４月中に開き、役員の改選、会計・事業内容の報告、予算そ

の他を審議する。但し、必要のある時は、会長は臨時に総会を開くこ

とができる。 

    ２ 理事会   本部役員、地区理事、学級理事、部理事で構成し、必要のある時、

会長が招集し、会の運営について協議し、会務について処理する。 

    ３ 本部役員会 会長、副会長、監事、顧問で組織し、必要のある時、会長が招集す

る。 

    ４ 学年会   学年及び学級の保護者と担任教師で構成し、必要のある場合は、校

長にはかり、担任教師が招集し、必要事項を協議・処理する。 

    ５ 部 会   部員及び担任教師で構成し、必要ある場合は会長にはかり、部長が

招集し、必要事項を協議・処理するとともに、部を推進する。 

    ６ 理事会   原則として毎学期１回開き、会の事業を決める。 

 

第５章 会費 

 

第１０条  この会の活動する経費は、会費と寄付金その他による。 

      会費は、１世帯あたり、１か月３５０円とする。 

第１１条  この会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日で終わる。 

 

 

 

 

 



第６章 付則 

 

第１２条  この会の会則の変更は、総会で出席者の３分の２以上の賛成がなければなら  

     ない。 

 

                 運用規定 

 

１ 会則 ６条の４項及び第７条の５項に基づく部の組織及び業務は、次の通りとする。 

  （１） 部は、広報部・健全育成部・保健体育部の３部により行う。 

  （２） 部の組織及び活動内容は、次の各号に揚げるものとする。 

    一 広報部は、本会会報を発行し、文化活動を推進する。 

    二 健全育成部は、生徒の校外活動等、諸活動の指導・補導を行い、校外生活の充

実、安全意識の徹底を図る。また、本校校舎内外の教育環境整備および浄化に努

め、地域との連携を深める。 

    三 保健体育部は、会員および生徒の健康安全の推進活動並びに体育行事への参加・

援助を通じて、連帯意識の高揚・人間関係の充実を図る。 

 

２ 各部の部員は、会員全員によって構成する。 

 

（第１０条は、平成２８年４月１８日改正） 

（運用規定１は、平成２０年４月改正、２は、平成１９年４月改正） 

 

 

【 岩城中学校ＰＴＡ慶弔規定 】 

 

 １  ＰＴＡ会員又は教職員死亡の場合は、弔慰金10,000円を贈り、全役員・全教職員

・生徒代表が弔問会葬する。 

 ２  生徒が死亡の場合は、弔慰金10,000円を贈り、会長又は地区理事および校長・担

任教師・生徒代表・学級生徒全員が弔問会葬する。 

 ３  本会に特に関わりのある者の慶弔については、会長、または本部役員会において

その都度協議する。 

 ４  教職員が転退職の場合は、5,000円を贈る。 

 ５  教職員が結婚の場合は、5,000円を贈る。 

 ６  教職員・生徒が２週間以上、入院の場合は、5,000円を贈る。 

 

                                  H14.4.23改正 

                                                               H26.4.18改正 

 

 

 



 

【 岩城中学校ＰＴＡ旅費規定（案） 】 

 

  PTA諸活動における参加旅費については次の通りとする。 

 

 １ 日当 

  ⑴ 島内のＰＴＡ活動に参加する時は、日当は支払わない。 

  ⑵ 島外の活動で、往復の移動時間を含めて半日以上の場合は１,０００円とする。 

  ⑶  泊を伴う場合は、１,０００円×日数とする。 

 

 ２ 食費 

  ⑴ 活動時間において、昼食が必要な場合は１０００円を支払う。 

  ⑵ 泊を伴う場合以外は、朝夕の食費は支出しない。 

  ⑶ 泊を伴う場合の朝食は５００円、夕食は１５００円とする。 

 

 ３ 宿泊費 

  ⑴ 宿泊費は８０００円までとし、ホテル（旅館）の領収書を提出する。 

 

 ４ 交通費 

  ⑴ 上島町内の場合は実費（船代）とする。 

  ⑵ 町外は公共の交通機関を利用した場合は、その交通費を支払う。自家用車を利用し

た場合は、実費にガソリン代を支払う。 

      ガソリン代については次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 島しょ部     １,５００円   今治・玉川       ２,０００円 

 菊間・周桑    ２,５００円    松山・西条・新居浜   ３,０００円 

 四国中央     ３,５００円     八幡浜・宇和島          ５,０００円 

 

 

 

 

  

 

                                                           H26.4.18 規定 

 

 



役員名 氏　　名 役員名 氏　　名

会　長 会　計

副会長 会　計

副会長 書　記

副会長
監　査
委　員

顧　問
監　査
委　員

事務局

委員長 委員長 委員長 委員長

副
委員長

副
委員長

副
委員長

副
委員長

教職員教職員 教職員 教職員

委　員

委　員

委　員

委　員

監　査
委　員

学級委員会 文化委員会 生活指導委員会 環境委員会

会　計事務局 書　記

(3)　会員意識の向上を図るための研修活動の充実

(4)　開かれた学校づくりへの支援と教育諸条件の整備充実

４　ＰＴＡ組織

会　長 副会長 顧　問

(2)　人権尊重を基本にした心の教育の推進

校　長

２　ＰＴＡ目標

考え励む仲よし弓削っ子を育てるＰＴＡ活動

３　努力事項

(1)　学校・家庭・地域の連携による児童の健全育成の推進

教　務

教　頭 ※　生活指導委員より2名 選出

令和８年度　弓削小学校ＰＴＡの組織及び目標（案）

１　ＰＴＡ役員（運営委員会メンバー）
児童

学年・氏名
電　　話 備　考 児童

学年・氏名
電　　話 備　考

養　護



名称 氏　　名 備　考 番 地区名 氏　　名 備　考

学級委員 1
久司浦・沢津
・狩尾・大谷 生活指導委員

学級委員 2
上弓削
緑ケ丘

生活指導委員

学級委員 3
引野
明神

生活指導委員

学級委員 4 岳ノ下 生活指導委員

学級委員 5 太田 生活指導委員

学級委員 6
中都

浜都・日比
生活指導委員

文化委員 7 土生 生活指導委員

文化委員 8 佐島 生活指導委員

文化委員

文化委員

文化委員

文化委員 7 学年 氏　　名 備　考

1 1年 環境委員

文化委員 2 2年 環境委員

文化委員 3 3年 環境委員

文化委員 4 4年 環境委員

5 5年 環境委員

文化委員 6 6年 環境委員

※　議長より学級委員長、副委員長を選出。

※　副議長・書記より文化委員長、副委員長を選出。

※　環境委員より環境委員長、副委員長を選出。

※　電話番号等の個人情報は、目的外の使用を禁じます。

書
記

文
化
委
員
会

副
議
長

文
化
委
員
会

議
長

学
級
委
員
会

令和８年度　弓削小学校PTA各委員会等役員名簿（案）

学級ＰＴＡ（学級・文化委員会）役員（案） 生活指導委員会役員（案）

児童
学年・氏名

電　　話 児童
学年・氏名

電　　話

※　生活指導委員より生活委員長、副委員長を選出。

環境委員会役員（案）

児童
学年・氏名

電　　話



令和８年度ＰＴＡ役員・理事等名簿

上島町立生名小学校

会 長

副会長

本

部 顧 問 (校 長）

役

員 監 査

事務局 (教 頭）

〈人権・同和教育部〉

（部長）副会長 （副部長）副会長 （部員）全会員

本 〈健全育成 ・ 研修部〉 〈広 報 部〉

部

役 部 長 （ ） （ ）

員

副部長 （ ） （ ）

１ 年 （ ） （ ）

学

２ 年 （ ） （ ）

級

３ 年 （ ） （ ）

理

４ 年 （ ） （ ）

事

５ 年 （ ） （ ）

６ 年 （ ） （ ）

教

職

員

※ いのこ・とんどの世話係は、副会長が代表を務め、５、６年から選出する。



 
 

令和８年度 ＰＴＡ役員名簿  

岩城小学校ＰＴＡ  

 

【本部役員】 

役    職 氏    名 地 区 児 童 名 

会   長    

副  会  長 

   

   

顧  問   校  長 

監  事 

 （ Ｄ 地 区 役 員 よ り ）   

 （ ４ 年 生 学 級 役 員 よ り ）   

事

務

局 

庶 務   教  頭 

会 計   養護教諭 

は
ぐ
く
み
部 

正   ＰＴＡ副会長 

副   ＰＴＡ会長 

ふ
れ
あ
い
部 

正    

副    

広 

報 

部 

正    

副    

 

 

 

 

 



 
 

【地区役員】※  監事は、Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄの順になる。令和８年度はＤ地区担当。 

 正  副  

ブ ロ ッ ク  地区 氏   名  児童名 地区 氏   名  児童名 

Ａ 

( 東 ・海 原 )  
      

Ｂ 

( 西 ・鶴 山 ・高 原 ・

大 谷 ・新 地 ・谷 )  

      

Ｃ 

(浜 ・西 部 )  
      

Ｄ 

(赤 石 ・小 漕 ・長

江 ・船 越 ) 

      

 

【学級役員】 

 正  副  

学 年  氏   名  児童名 氏   名  児童名 

 

１年  

 

    

 

２年  

 

    

 

３年  

 

    

 

４年  

 

    

 

５年  

 

    

 

６年  

 

    





氏　　　名 生徒氏名等 学年

　ＰＴＡ 会 長　

　ＰＴＡ副会長　

　ＰＴＡ副会長　

　監　    　事　

　監　    　事　

　庶    　　務　 教　頭

　会  　　　計　 養護教諭

　顧  　　　問　 元ＰＴＡ会長

　顧　  　　問　 校　長

　広報部長　

　広報副部長　

　健全育成部長　

  健全育成副部長　

保健体育部長

保健体育副部長

学年 氏　　名 生徒氏名 学年 世帯数 生徒数

専
門
部
役
員

令和８年度ＰＴＡ本部役員・専門部役員（案）

　上島町立岩城中学校

役　　　員　　　名 担当教師

本
　
部
　
役
　
員

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

３     年

事務局

事務局

事務局

事務局

令和８年度ＰＴＡ学級理事（案）

学
級
理
事

１     年

２     年

合　計
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上島町立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則 

平成30年２月23日 

教育委員会規則第１号 

(趣旨) 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年法律第162

号)第47条の６の規定に基づき設置する学校運営協議会(以下「協議会」という。)の設

置等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

(目的) 

第２条 協議会は、学校運営に関して上島町教育委員会(以下「教育委員会」という。)

及び校長の権限と責任の下、保護者及び地域住民の学校運営への参画及び連携強化を

進めることにより、学校と保護者、地域住民等と信頼関係を深め、一体となって学校

運営の改善や児童生徒の健全育成等に取り組むものとする。 

(設置) 

第３条 教育委員会は、前条に規定する目的の達成に向けて、学校又は中学校区ごとに

協議会を置くように努めるものとする。 

(学校運営に関する基本的な方針の承認) 

第４条 対象学校(当該協議会が、その運営及び当該運営への必要な支援に関して、協

議する学校をいう。以下同じ。)の校長は、次の各号に掲げる事項について毎年度基

本的な経営方針を作成し、協議会の承認を得るものとする。 

(１) 教育課程の編成に関すること。 

(２) 教育計画に関すること。 

(３) その他校長が必要と認める事項に関すること。 

２ 対象学校の校長は、前項において承認された基本的な経営方針に従って学校運営を

行うこととする。 

３ 対象学校の校長は、教職員の任用に関して、学校や地域の実態、実情を踏まえた必

要な人材像及び人材の配置について協議会の意見を聞くことができる。 

(学校運営等に関する意見の申し出) 

第５条 協議会は、対象学校の運営及び運営に必要な支援について協議するとともに、

対象学校の全般について、教育委員会又は校長に対して、意見を述べることができる。 
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２ 協議会は、前項の規定により教育委員会に対して意見を述べるときは、あらかじめ、

校長の意見を聴取するものとする。 

(学校運営等に関する評価及び情報提供) 

第６条 協議会は、毎年度、対象学校の運営状況等について評価を行うものとする。 

２ 協議会は、保護者、地域住民等に対して、活動状況を公開する等の方法により、積

極的に情報提供に努めなければならない。 

(住民参画の促進等) 

第７条 協議会は、対象学校の運営及び運営に必要な支援について、地域住民等の理解、

協力、参画等が促進されるよう努めるものとする。 

２ 協議会は、対象学校の教育活動に対する地域住民等の積極的な参画及び支援が促進

されるよう努めるものとする。 

(協議会の委員の任命) 

第８条 協議会の委員(以下「委員」という。)は、20名以内とし、次の各号に掲げる者

のうちから、対象学校の校長の推薦により教育委員会が任命する。 

(１) 保護者 

(２) 地域住民(各種団体の役員等) 

(３) 対象学校の校長 

(４) 対象学校の教職員 

(５) 学識経験者 

(６) 対象学校の運営に資する活動を行う者(社会教育法第９条の７第１項に定める

地域学校協働活動推進員等) 

(７) 関係行政機関の職員 

(８) その他、教育委員会が適当と認める者 

２ 委員の辞職等により欠員が生じた場合には、教育委員会は速やかに新たな委員を任

命するものとする。 

３ 委員は、特別職の地方公務員の身分を有する。 

(守秘義務等) 

第９条 委員は、職務上知り得た秘密は漏らしてはならない。その職を退いた後も同様

とする。 
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２ 前項のほか、委員は、次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

(１) 委員たるにふさわしくない非行を行うこと。 

(２) 委員としての地位を営利行為、政治活動、宗教活動等に不当に利用すること。 

(３) その他、協議会及び対象学校の運営に著しく支障をきたす言動を行うこと。 

(任期) 

第10条 委員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

２ 第８条第２項の規定により新たに任命された委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

(報酬) 

第11条 委員の報酬は、無報酬とする。 

(会長及び副会長) 

第12条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により選出する。 

２ 会長が会議を招集し、議事を掌る。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を行う

ものとする。 

(議事) 

第13条 協議会は、会長が開催日前に議案を示して招集する。ただし、緊急を要する場

合においては、この限りではない。 

２ 協議会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところ

による。 

(会議の公開) 

第14条 協議会は、特別の事情がない限り公開とする。 

２ 会議を傍聴しようとする者は、あらかじめ会長に申し出なければならない。 

３ 傍聴人は、会議の進行を妨げる行為をしてはならない。 

(研修) 

第15条 教育委員会は、委員に対して、協議会の役割及び責任並びに委員の役割及び責

任等について正しい理解を得るため、必要な研修等を行うものとする。 

(指導及び助言) 
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第16条 教育委員会は、協議会の運営状況について的確な把握を行い、必要に応じて指

導及び助言を行うものとする。 

２ 教育委員会及び対象学校の校長は、協議会が適切な合意形成を行うことができるよ

う必要な情報提供に努めなければいけない。 

(運営の確保) 

第17条 教育委員会は、協議会の運営に関して、次の各号のいずれかに該当する場合は、

適正な運営を確保するために必要な措置をとるものとする。 

(１) 協議会としての活動の実態がないと認められる場合 

(２) 協議会としての合意形成を行うことができないと認められる場合 

(３) その他学校運営に著しい支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認められる場

合 

(委員の解任) 

第18条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する場合は、委員を解任することが

できる。 

(１) 本人から辞任の申し出があった場合 

(２) 第９条の規定に違反したとき 

(３) その他解任するに相当する事由が認められるとき 

２ 教育委員会は、委員を解任する場合には、その理由を示さなければならない。 

(庶務) 

第19条 各協議会の庶務は、協議会ごとに事務局をおいて処理する。 

(委任) 

第20条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営について必要な事項は、教育長が

別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

 



別紙（報告用名簿）

1 　学校運営協議会委員 推薦名簿 <２０名以内>

（任期　令和８年４月１日　～　令和９年３月３１日まで）

【弓削 地区】

NO 所 属 氏 名 ふ り が な 備     考

1
弓 削 小 学 校 ハ ー ト
な ん で も 相 談 員

学校評議員

2 弓 削 保 育 所 長 学校評価委員

3 弓 削 高 等 学 校 教 頭 学校評価委員

4
弓削商船高等専門学
校 教 授

学校評価委員

5
一 般 社 団 法 人
み ん な の ま な び や
代 表 理 事

学校評議員

6 弓削中学校ＰＴＡ会長

7 弓削小学校ＰＴＡ会長

8
ス ポ ー ツ 協 会
副 会 長

9 上島町文化協会会長 学校評議員

10
社 会 福 祉 法 人
上島町社会福祉協議会

11 弓 削 小 学 校 長

12 弓 削 中 学 校 長

生 名 小 学 校 長 学校評価委員

地域コーディネータ－ 学校評議員

事務局 弓 削 小 学 校 教 頭 事務局

事務局 弓 削 中 学 校 教 頭 事務局



別紙（報告用名簿）

1 　学校運営協議会委員 推薦名簿 <２０名以内>

（任期　令和８年４月１日　～　令和９年３月３１日まで）

【生名 地区】

NO 所 属 氏 名 ふ り が な 備     考

1 生名小学校PTA会長 学校評議員

2 人 権 擁 護 委 員 学校評価委員

3 ハートなんでも相談員 学校評議員

4 婦 人 会 長 学校評議員

5 生 名 保 育 所 長 学校評議員

6
上 島 消 防 団
方 面 隊 隊 長

学校評価委員

7 な ご み 会 会 長 学校評価委員

8 主 任 児 童 委 員 学校評価委員

9 保 護 司 学校評価委員

10 生 名 小 学 校 長 学校評価委員

生 名 小 学 校 教 頭 事務局



別紙（報告用名簿）

1 　学校運営協議会委員 推薦名簿 <２０名以内>

（任期　令和８年４月１日　～　令和９年３月３１日まで）

【岩城 地区】

NO 所 属 氏 名 ふ り が な 備     考

1
岩城地区学校運営協議
会会長

学校評議員
学校関係者評価委
員

2 主 任 児 童 委 員
学校評議員
学校関係者評価委
員

3 婦 人 会 長
学校評議員
学校関係者評価委
員

4 交通安全協会支部長
学校評議員
学校関係者評価委
員

5 岩 城 駐 在 所 長
学校評議員
学校関係者評価委
員

6 社 会 体 育 指 導 員
学校評議員
学校関係者評価委
員

7 岩 城 保 育 所 長
学校評議員
学校関係者評価委
員

8 岩城小学校PTA会長
学校評議員
学校関係者評価委
員

9 岩城小学校PTA副会長 学校関係者評価委員

10 岩城中学校PTA会長
学校評議員
学校関係者評価委
員

11 岩城中学校PTA副会長 学校関係者評価委員

12 岩 城 小 学 校 長
(岩城中）
学校関係者評価委
員

13 岩 城 中 学 校 長
（岩城小）
学校関係者評価委
員

14 岩城小学校生徒指導主事

15 岩城中学校生徒指導主事

岩城地区コーディネー
ター

学校評議員
学校関係者評価委
員

岩 城 小 学 校 教 頭 事務局

岩 城 中 学 校 教 頭 事務局





令和８年度生名地区学校運営協議会 年間計画 

 

日程 議事 

令和８年５月２６日（火） １ 会長選出 

２ 学校運営方針（グランドデザイン） 

３ 学校運営計画 

４ 創立 150 周年記念事業 

５ その他 

令和８年６月２８日（日） １ 学校運営等について 

２ 生徒児童の様子及び情報交換 

３ 今後の予定 

４ その他 

令和８年１０月２７日（火） １ 各種団体等の見守り活動について 

２ 児童生徒の様子及び情報交換 

３ 今後の予定 

４ その他 

令和９年２月１４日（日） １ 児童生徒の様子及び情報交換 

２ 学校評価 

３ 今年度の反省と来年度の学校運営 

４ その他 

 



令和８年度 岩城地区学校運営協議会の実施計画 

 

年度 回 
実施日時

予定 

内   容 

【開催場所】 
備  考 

令 

和 

八 

年 

度 

① 
5/14(木) 

18:00～ 

第１回岩城地区学校運営協議会 

・学校運営協議会についての説明 

・委員の紹介と今後の予定 

・令和８年度学校経営方針の説明 

・１学期の行事計画 及び 情報交換 

・児童生徒の様子 

・その他 

【岩城小学校】 

第１回岩城地区生徒

指導連絡協議会及び

児童生徒をまもり育

てる協議会と兼ねる。 

② 
9/10(木) 

18:00～ 

第２回岩城地区学校運営協議会 

・夏休みの児童生徒の様子 

・２学期の行事計画 及び 情報交換 

・その他 

【岩城中学校】 

第２回岩城地区生徒

指導連絡協議会と兼

ねる。 

③ 
11/19(木) 

18:00～ 

第３回岩城地区学校運営協議会 

・児童生徒の様子 

・３学期の行事計画 及び 情報交換 

・令和９年度運動会の日程 

・その他 

【岩城小学校】 

児童生徒をまもり育

てる協議会と兼ねる。 

④ 
2/18(木) 

18:00～ 

第４回岩城地区学校運営協議会 

・学校評価アンケートの結果説明 

・児童生徒の様子 

・令和９年度学校経営方針の承認 

・令和９年度の予定（案）について 

（行事予定と学校運営協議会実施計画） 

・その他 

【岩城中学校】 

岩城小中学校合同学

校関係者評価委員会

と兼ねる。第３回岩城

地区生徒指導連絡協

議会と兼ねる。 

（令和８年４月現在 案） 

 

 ※ 行事等の予定で、日時は変更になることがあります。ご了承ください。 


